
14 「【手数料の表示】」の欄は、特例法施
行規則第40条第２項の規定により特例


法第15条第１項の規定による手続に係

る申出


を行うときは、「【予納台帳番
号】」には予納台帳の番号を、「【納付金
額】」には手数料の額


（「円」、「，」等を

付さず、アラビア数字のみで表示する
こと。以下この様式において同じ。）を
記載する。特許法第195条第８項ただ

14 「【手数料の表示】」の欄は、特例法施
行規則第40条第２項の規定により見込


額からの納付の申出


を行うときは、
「【予納台帳番号】」には予納台帳の番
号を、「【納付金額】」には見込額から納


付に充てる手数料の額


（「円」、「，」等
を付さず、アラビア数字のみで表示す
ること。以下この様式において同じ。）
を記載する。特許法第195条第８項た

15～21 ［略］ 15～21 ［略］

し書の規定により、現金により手数料
を納付する場合であつて、特例法施行
規則第40条第４項の規定により口座振
替による納付の申出を行うときは、
「（【予納台帳番号】）」を「【振替番号】」
とし、振替番号を記載し、「【納付金額】」
には納付すべき手数料の額を記載す
る。特許法第195条第８項ただし書の
規定により、現金により手数料を納付
する場合であつて、特例法施行規則第
40条第５項の規定により指定立替納付
者による納付の申出を行うときは、
「（【予納台帳番号】）」を「【指定立替納
付】」とし、「【納付金額】」には納付すべ
き手数料の額を記載する。

だし書の規定により、現金により手数
料を納付する場合であつて、特例法施
行規則第40条第４項の規定により口座
振替による納付の申出を行うときは、
「（【予納台帳番号】）」を「【振替番号】」
とし、振替番号を記載し、「【納付金額】」
には納付すべき手数料の額を記載す
る。特許法第195条第８項ただし書の
規定により、現金により手数料を納付
する場合であつて、特例法施行規則第
40条第５項の規定により指定立替納付
者による納付の申出を行うときは、
「（【予納台帳番号】）」を「【指定立替納
付】」とし、「【納付金額】」には納付すべ
き手数料の額を記載する。

様式第26 様式第26
［略］ ［略］
〔備考〕 〔備考〕
１～21 ［略］ １～21 ［略］
22 「【手数料の表示】」の欄は、特例法施
行規則第40条第２項の規定により特例


法第15条第１項の規定による手続に係

る申出


を行うときは、「【予納台帳番
号】」には予納台帳の番号を、「【納付金
額】」には手数料の額


（「円」、「，」等を

付さず、アラビア数字のみで表示する
こと。以下この様式において同じ。）を
記載する。特許法第195条第８項ただ
し書の規定により、現金により手数料
を納付する場合であつて、特例法施行
規則第40条第４項の規定により口座振
替による納付の申出を行うときは、

22 「【手数料の表示】」の欄は、特例法施
行規則第40条第２項の規定により見込


額からの納付の申出


を行うときは、
「【予納台帳番号】」には予納台帳の番
号を、「【納付金額】」には見込額から納


付に充てる手数料の額


（「円」、「，」等
を付さず、アラビア数字のみで表示す
ること。以下この様式において同じ。）
を記載する。特許法第195条第８項た
だし書の規定により、現金により手数
料を納付する場合であつて、特例法施
行規則第40条第４項の規定により口座
振替による納付の申出を行うときは、

23～36 ［略］ 23～36 ［略］

「（【予納台帳番号】）」を「【指定立替納
付】」とし、「【納付金額】」には納付すべ
き手数料の額を記載する。

「（【予納台帳番号】）」を「【指定立替納
付】」とし、「【納付金額】」には納付すべ
き手数料の額を記載する。

「（【予納台帳番号】）」を「【振替番号】」
とし、振替番号を記載し、「【納付金額】」
には納付すべき手数料の額を記載す
る。特許法第195条第８項ただし書の
規定により、現金により手数料を納付
する場合であつて、特例法施行規則第
40条第５項の規定により指定立替納付
者による納付の申出を行うときは、

「（【予納台帳番号】）」を「【振替番号】」
とし、振替番号を記載し、「【納付金額】」
には納付すべき手数料の額を記載す
る。特許法第195条第８項ただし書の
規定により、現金により手数料を納付
する場合であつて、特例法施行規則第
40条第５項の規定により指定立替納付
者による納付の申出を行うときは、

37 第31条第１項の規定により証明書の
提出を省略するときは、「【提出物件の
目録】」の欄に「【物件名】」の欄を設け
て、当該証明書の書類名を記載し、そ
の次に「【援用の表示】」の欄を設けて、
「変更を要しないため省略する。」と記
載する。また、２以上の証明書の提出
を省略するときは、「【提出物件の目
録】」の欄に次のように欄を繰り返し設
けて記載する（備考39


において同じ。）。

37 第31条第１項の規定により証明書の
提出を省略するときは、「【提出物件の
目録】」の欄に「【物件名】」の欄を設け
て、当該証明書の書類名を記載し、そ
の次に「【援用の表示】」の欄を設けて、
「変更を要しないため省略する。」と記
載する。また、２以上の証明書の提出
を省略するときは、「【提出物件の目
録】」の欄に次のように欄を繰り返し設
けて記載する（備考36


において同じ。）。

【物件名】 【物件名】
【援用の表示】 【援用の表示】
【物件名】 【物件名】
【援用の表示】 【援用の表示】

38～40 ［略］ 38～40 ［略］
様式第69 様式第69
［略］ ［略］
〔備考〕 〔備考〕
１～７ ［略］ １～７ ［略］
８ 第69条第３項の規定により特許法第
109条又は第109条の２第１項の規定の
適用を受け、かつ、第72条第３項


の規

定により特許法施行令第11条第１項各
号又は同条第２項各号に掲げる事項及
び第72条第１項の申請書の提出を省略
する旨を特許料納付書に記載して同項

８ 第69条第３項の規定により特許法第
109条又は第109条の２第１項の規定の
適用を受け、かつ、第72条第４項


の規

定により特許法施行令第11条第１項各
号又は同条第２項各号に掲げる事項及
び第72条第１項の申請書の提出を省略
する旨を特許料納付書に記載して同項
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